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成果

青森県西北地域の中心都市五所川原市にある創立123年
の伝統校であり、農業科４コース（食品科学・環境土木・生
物生産・森林科学）を設置している。全国でも有数の農業
経営者育成高校でもあり、世界の高校として初のGLOBAL
G.A.P.認証やＦＳＣ認証を取得、また、スマート農業の推
進など、先進的な取組を展開している。全校生徒280名。

・国際認証資格の取得数３
GLOBAL G.A.P.（リンゴ・コメ）、FSC認証
・産学官との連携数
企業・団体・法人等３０（企業1４ 団体・法人８ 専門家８
教育機関５（大学１ 専門学校１ 小学校・こども園 ３）
官公庁８（国３ 県市町村５）
・五農市開催数４（五農祭を含めて５）
・ 就職・進学等 全員達成（公務員１９ 高卒では本県トップ

就職 県内外ともに全員内定 大学短大等
国立大学２を含め全員合格）

１ 幼児・児童に対する食育体験の実施
人口減少地域における健康な次世代の育成のため、地域の学校・こども園な
どと連携し、播種・収穫・試食等を実施、地域のこどもとコミュニケーションを図る
ことで生徒の主体的な汎用的能力の伸長につなげている。

２ 環境教育を軸としたフィールドワーク等の実施
持続可能な地域インフラの着実な整備を支える人材等の育成のため、企業訪
問や現場体験など多くのフィールドワークを行うとともに、シミュレータ等の体験学
習、SDGsの考えに基づく農業高校フードバンクの運営に取り組むなど、生徒の
キャリアの幅を広げている。

３ 森林科学等における農福連携等の実践
森林資源の有効活用と保存・福祉等との外部機関との連携において、必要な
地域人材等、自己のキャリアの可能性や担うべき役割を認識させている。

４ スマート農業を中心とした生物生産体験
農業人口減少地域の課題解決のための自動操舵トラクタ等のスマート農業や
安定した食糧資源生産、オリジナル商品開発など６次産業化等を対話を通じて
学び、先端技術の学習体験を通じ職業的自立意識の形成を図っている。

５ キャリアファイルを活用した主体性を引き出す実践
マナー講座、インターンシップや職業体験、海外研修等、それに伴う事前事後指
導などを含め様々な学習経験をキャリアパスポートにまとめ、関係資料等を自己の
キャリア形成に有効な資料と合わせ省察し、系統的なキャリア形成につなげている。   

   

生徒個々が挑戦し、笑顔で地域課題解決に資する学びができるよう、
キャリアポートフォリオを含めたキャリアファイルを活用し、日々の成長を実
感させるとともに、実習・体験活動、地域人材の活用及び産学官との地
域連携を核とした農業教育を中心に地域課題解決型のキャリア教育を
実践している。生徒は学んだことを生かし着実な進路達成につなげている。

課題や今後に向けて

・即戦力及び将来活躍できる人材が多数いる中で、日本の
未来の農業を支える就農者・農業経営者を継続して育成
・農業高校で学んだ専門性が生かせる官公庁・企業等への就職
・大学など高等教育機関で学び、日々進んでいく技術革新を
牽引し、後輩につないでいくような人材の育成
・生徒主体のキャリアの学びのための校内キャリアサロンの整備
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